
土佐清水市布岬地区および大岐地区の鮮新一更新統

　満塩大洸＊・西川　徹＊・三本健二¨

（＊理学部地質学教室　＊＊高知県越知土木事務所）

Upper Pliocene to Pleistocene System at the Nuno Cape and

　　Ohki Areas, Ashizuri Region, West Coast of Tosa Bay

　　　Taikou ＭＩＴＵsIO＊，Ｔｏｈｒｕ NiSHIKAWA*, and Kenii ＭＩＭＯＴｏ＊＊

　＊　Ｄｅｐａｒtｎａｅｎt　ｏ∫Ｇｅｏｌｏｇy'， Ｆａｃｕltｙ　ｏ∫Ｓｃｉｅｎｃｅ， Ｋｏｃｈｉ ｔJniｕｅｒｓiｔｙ

　?･･＊十ＯｃｈｉＣ沁江 Ｅｎｇ

　Abstract :･　　Upper !-"liocene to Pleistocene deposits at the Nuno Cape and Ohki-

areas in the Ashizuri Region, southwestern part of Kochi Prefecture, were investigated.

Koe Formation at the both areas is composed of yellowish brown hard massive sand-

stone with some fossils such as molluscan shells, balanids, serpulids, and foraminifers

in ａｓｍａ!１amount. From these facts, Koe Formation is supposed to be of Late Plio-

cene to Early Pleistocene, and is correlated with Mama Formation in Kochi City, and

Tohnohama Group of the eastern part ofｸﾞKochi Prefecture｡

　Middle marine terrace deposits are the equivalent of the Formations of Hirano and

Ashizuri of 138, 000 Y. B. P. by amino-acid chronology.　　　　　　　　　　　　　　　～＼

　　　ニ　●●●●●●●●　●は　じ　め　に　　　　　　　　　　　　‥‥　‥‥‥

　四国西南部七は四万十川が曲流しており，その河口部より南方の土佐清水市布岬地区，および，

足摺半島のっけ根の大岐地区には，後期鮮新世とされている越層相当層が小規模で断片的に見られ

る。また,ニその上位に不整合でのる海成中位段丘を構成する足摺層（三本・満塩, 1982)および平

野層（満塩・古川, 1987)め上部層である海浜擦層ビ･－チグラペルが広くみられる(Fig.↓）。こ

の越層の地質年代や,土佐清水市の以布利峠付近に分布している前期更新世の以布利層との関係に

づいては諸説があり,しまだ十分には解明さ/れていない。　　　　　　　　　　　　　　六

白ここではこれらの調査地区において，越層相当層の分布を明かにすること，および。その上位の

足摺層・平野層め相当層との関係を明らかにすることなどを主な目的として調査を行なったので，

ここに報告ずる。これはまた，文部省科学研究費の総合研究Ｂ「マイクロプレートおよび第四紀古

環境地図;代表者，加賀美英雄」の分担研究の１部でもある○

　この報告をなすにあたり，総合研究Ｂの代表者である高知大学理学部地質学教室の加賀美英雄教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=-･ -･　-=-=･･===････=･･===WW
授には，いろいろご協力をいただいた。また，同教室の安田尚登博士および中村彰男氏には，アミ
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Fig. 1 . Index:map showing the studied are卵･

Squares show the detailed geo!ogic ㎡ap‥‥‥‥

area. N.Nuno Cape area (Fig. 2 )｡………

S･Shimonokae. O･Ohkiぐ卵呻∧(Fig 4)･…………K

T.Tosashimizu City･ﾘrban area. loc.:6･，＼　し

ｃｏ!umnar section atしTosashimizu City

urban area (see Fig. 6ﾚ)レ　………………し

　　　ト　　　ニ　　‥‥‥　‥‥‥し地形●･地質の概要十……=…………y･=｡･ j万1･｡

　当調査地域は四万十川の河口の南方にあり/,足摺半島のづけ楓

布岬付近(Fiぽ√2）から足摺半島中央の東海岸の窪津との間仁ぱ

式会社の高速艇が発着する以布利港がある。＼その港付近よﾉり北方

られる。また,=海成段丘も海岸沿いに発達しておりレ大岐の浜付;

は松林が展開七て,‥風光明媚な景観をづく＼つている6:=こ=の1海岸万砂J

川の小川が西かjら東方へ流れていて,ﾚその南方gこはいわ:ゆくる=後背

丘よ)り海岸部でﾚは高知県ではめずらしぐポケ=ツ下回十チが発達し

南北口高手川の小川があり，＼これが土佐湾比流入して/いﾚるｿよ……………)万ﾚ:ヶ/

"
＾
９
　
ｅ

ぷ

布ﾉた]る二(Fig.ぐ1ﾄ)。くぞ＼して，

が見られ=,゜……高知県プリン株

唐緩やかな山地と丘陵がみ

海岸砂丘が発達し√そこに

部に√本奈路付近から奈路

jされ=ていjる。ﾄまた√砂

たﾚｿ布岬地区にはほぽ
南北の高手川の小川があり

,
＼これが土佐湾lこ流入しくて:いﾚる万。]…

…………yﾚ:=コ:=………gﾉﾚﾚ……………＞ﾉ=レ……………:jに

れらの山地は主として√四万十帯の古第三系の砂岩)ﾌﾟ泥岩√およ＼び√そ=れらyめ]

おり
，一

部には榛岩層を挾んでいる＼/(満塩jら

,
1985づ木村, 1985)レ]こ=れらjを基盤岩

地区で叫高手川り郵こ沿らて

，

越層相当層の小露頭があ藻ﾉｹﾞ(Fig

.
2:……(ﾉ抑レま：た↓ﾚ……万|

では√本奈路付近の奈路川に沿づてもj,く同様

れらはいづれも標高約㈲ｍより低い所に√四

ようにのっている。

また，ごの越層相当層の上に,ﾉﾀﾞ不整合に海成中位段丘を構成:し才

を含めて高知第四紀研究グループレ(1972)が古土佐湾海進と呼

からな､つて

として,＼布岬

rた√南方の大岐地区

粂∧建屋｡ｹ4……･5）。こ

気］ﾚ小丘にへばりつく

:がjあり，こ1れが筆者

　・　　-- ・ -･.. ㎜　■らを含めて高知第四紀研究グループ△(1972)が古土佐湾海進くと:呼称したﾉﾘﾒ/ケヴメレム=間氷期のもめ

である。ごれらの地層を足摺層万(三本？満塩√1り82),〉万お:よ万び,:==Ij平野層ﾉこ〔満塩ｙ〕古川,ﾆ1987)ﾚと命名

しているレこれらの最上部にあﾉる藻層が足摺方面に抽いで,▽中位段丘面を広く＼形成して/いるj海成の

中位段丘構成層丿亡ある(Mitusio, 1989)。　　　犬十十く＼∧∧……………=……I………:ﾉj………＼十j………∧‥‥‥‥　‥
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各地層の記載

　越層とは本調査地区の南方の土佐清水市中心街付近において，甲藤(1961, 1962)によって命名

されたものであるノまた，中川(1969) ･中川ら(1970)によって以布利層と命名され，高位段丘

とされた堆積物がある。しかし，甲藤・満塩(1967)・中村ら(1972)は以布利層は越層の１部で

あり，高位段丘堆積物ではないとした。そして，満塩・古川(1987)はその後の調査により，以布

利層はチャンネル性のプレ段丘堆積物とした。　　　　　十　　十　　　　十

Ａ　後期鮮新世　越層相当層　　　　　十　　‥　　　　　　犬

　越層の複式地は土佐清水市の中心街付近とされている。しかし，この地名は最近の1/25,000や

1/50,000の地形図には見られないので，いずれ地層名の変更を行う必要があるが，ここでは従来の

名称に従っておく。土佐清水港の鹿島では，越層め最下部は基底棒岩であり，上方では塊状砂岩と

なる。新鮮なものは青灰色であるが,j風化して黄灰色と/なっている。なお，この層は段丘面は作:つ

ていない。＼　　　　　　犬　　　　。。∧　　　　　　　　　　　　　　ト　＼

　本調査区域では，越層相当層は２箇所に分散して分布しているが,丿いずれも黄灰色塊状の砂岩が

みられる。 １つは下ノ加江東方の布岬地区である(Fig. 2 ,loc. 1 )。ここでは，分布高度は標高約

30m以下で露頭の幅は約20mである。層厚は約５ｍの塊状で，黄褐色の５Ｙ５／６のよくしまった

砂岩である。 Fig. 3に露頭め見取図を示しているが，本層の中部に約20cinの層厚で, 2, 3nimから

3 ,4 cmの綿棒から小磯サイズの棒岩層が挾まれている。これらは新鮮な円傑状で,種類は砂岩や泥

　　　　Fig. 2 . Geologic map at the Nuno Cape area, east of Shimonokae (see Fig. 1）.

A,Alluvial deposits　M.Middle Terrace Deposits (equivalent of Ashizuri Formation and Hira-

１１０Formation) K,Koe Formation　B,Basement　loc. 1, columnar section (see Fig. 3 and 6 ）
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ている=。………………J

み祉｡しﾉ4141と･I示し√その断面

０

Fig. 3 ｡ Sketch c f the outcrop of Koe Formationﾌﾟdoc. 1 ) a

　　　ニDot, sandstone上Circle,ﾚgravel　し＼　：………:………=　万:

岩であうて,づノこれらは散在しているｏまた√後述め化石類もゾまれに]

　また,レも＼う１>づφ分布域は大岐地区であノり√越層祖当層φ主要なと

図をFig. 5に示しｔいる．柱状図(i Fig.6のｌｏｃ冷汗肩4=示じでい奉=が√分布高度は標高約15μ1以

下亡ある。y大岐地区の本層は細粒砂岩で√移植ゴテでソも掘り難いﾚぱ==どしまﾄうているふ＼色は黄褐色の

lOYR 6 /ﾕ4を呈しでいる．所ど.ころに4ｹﾞ√･6皿から4こ･4･ﾉ゜:5 cmの.中万辣サI.万･ｲI=.･･ズの.一新･鮮.:万一な円･･辣･を含ん:で･い

る6‥呻の種類は砂岩ﾉ;泥岩や赤色:4青色のチヤ=一トであ:るレま)=だ↓ﾚ………万砂岩層ぱはｻﾞｵｼﾄﾞﾉ々イプカi=よく

みられ,:ﾆj後述のｲﾋ石類もまれにみられこる．　　……………く………J…………ﾚﾉ………＼十……＼＼十………………=‥‥‥‥‥=
/゛'･lp/-●W‾●-●--●/･Wlww･●‾｀　.ﾐ．”･･･ ＝ｗ　　・　　　．　　一一　･･・．・　．　・　　．．
また√参考とﾄしTご√I砲:6ﾚに土佐清水市の清水小学校噂南側:め崖の柱状図を示くして＼いる．しこﾉこで

は，ラｔナのみられる青灰色砂岩である:。

なお，布岬西方の国道321号線に沿/う下ノ加江地区jφ市野野付近化づ乱▽越層相当層の小露頭がみ

れたが，現在は口ンクリードで囲まれていて観察でﾉき万々ｽいらっ/万………万…………＼∧＼……i………=ﾚIﾚﾚ……………＼…………

両地区め本層から産出する化石類にういては, Tal

miL-tﾆ|一天貝1ふヲtjLy己・3 9,コ‾1タI'jjvnブT^Vl-i寸/Q.jl 1/g d　　　　し　…… ……:…………==　　……1

　本層と後述め海成中位段丘の平野層=･足摺層相当層者め関係隷痢地区でぱみられ1ないが汰岐地

区でよく観察岑れる(Fig. 4～6）。=すなわち,十㈲万2＼と3……でぱ↓……万万越層相丿当層φ上に海成中位段丘構

成層が不整合にのっている６　　　　　‥　　　……つ……j……j………=ﾕﾚﾉ………:jﾚ宍:ﾉ＼｡万…………＼‥.y･ﾉ:J=……:………j…………＼jj　j
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Tab. 1 . List of fossils from Koe Formation

of the Nuno Cape and:Ohki areasレユ△

1 . from the Nuno Cape area doc. 1)

　Serpulidae /　　　　　　　　　　　　　　１

　Gastropoda　　　　:　し　　十＼

　Epito�idae　＼　　＜　ノ　∧犬

　Bivalviaニ‥‥‥）‥‥‥‥‥=　/

　　ＣＭａｊｎ.＼･ｓ卯･　コ　犬　　　　　　＼

　ニOstreidae ？
犬　…………

Bｒａｃtｅｃｈｌａｍｙｓ.1p･.�f.B. quadrilirata (Lischke)∧〉∧y=

　Chamidae　上　‥

　●　●　　●Ｃ!rripedia　‥‥　‥‥

　ﾚＢａｌａｎｕｓ　ｓp･　ト

　Megaろalanus sp.

　Tetraclitidae　十‥

Echinoidea犬　‥‥‥‥

2. fi･om the Ohki areaト(ca. 200m east of loc.:2):J

Foraminifera

Serpulidae

Gastropoda

Bivalvia

AｍｕｓｓｉｏｐｅｃtむTlﾚgp.:9f.A. praesignis (Yokoyama)

Gｈｌａｍｙｓ　ｓｉ?レ　……

Ｃtｅｎｏｉｄｅｓｓpレ　ノ

Laevica�ium ？レｓp･

Ｏ・　　∧１　　＼２
こＣｍ･

Photo………1ﾄ,ﾚAmussi呻吟印ｓp･:cf.Ａ. ｐｒａｃｓｘｇｎｉｓ

十△一万…………＼……＼………（･Υφ･k･φ.丿.球皿i)from the Ohki area

:200ni east of loc. 2 )
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Fig.6, Columnar sections of Koe Formation and Middle Terrace Deposits.

　　　　　loci ； at the Nuno Cape area (see Fig. 1 ,2 and 3）

　　　　　loc.2～5 ； at the Ohki area (see Fig. 1，4 and 5）

　　　　　loc.6；at the Tosashimizu City urban area (see Fig. 1）

　　　　　G,gravel　O, orange silt　S.sand　K,sandstone of Koe Fomation
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Ｂ　海成中位段丘構成層（足摺層・平野層相当層）

　足摺方面の海岸段丘は，最初に小笠原(1940)によって報告されたが,本地域のものは海成の中

位段丘である。これは主として海浜疎からなっている。
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　布岬地区では，海成中位段丘は海岸線に沿って広くみられ，標高約30－40mの見事な段丘面を作っ

ている。また，大岐地区のloc. 2においては，不整合の直上では呻層で，その上部は約30cmのオレ

ンジ色シルトであり，最上部は再び呻層となる。 loc. 3は疎層のみであるが, loc. 4では最下部の陳

層の上に約５ｍの砂層がのり,一一最上部ではまた呻層となる。また∠1φc.5では高度も高くなるが，

ここでも最下部に砂層があり，ついでオレンジ色のシルト，傑層の順に重なる。

　さらに，土佐清水市の繁華街の清水小学校の南崖では, loc. 6のように不整合の直上の傑層の上

に砂層がくるが，これが足摺層である。しかし，この層のタイプめ露頭はコンクリートで囲まれて

観察できない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾄ……Ｉ

　当域の中位段丘構成層からは化石類は現在のところ産出していないが，足摺層牛平野層の両層の

タイプ地域からの貝化石Ｃｈａｒａａ　ap.のアミノ酸のラセミ化年代測定では, 138,000年B. P.の値が

得られた。また，平野層のCiｒｃｅ sp. の年代は178,000年B. P.であったが，これは原地性ではなく，

運搬されてきたものであろう。　　　　　　　　　　　　　　　◇∧

　なお，当調査域付近には大月町にある高位段丘の弘見層（満塩ﾚらソ1987)や高知市における高位

段丘の城山伸層（西村ら, 1941)のようなクサリ疎層はない。さらに，室戸半島方面でも，高位段

丘のクサリ篠はない（満塩ら, 1989; Mitusio, 1989)。また，土佐山田層のような低位段丘疎層Ｉ・

ｎもみられない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬

Ｃ　沖　積　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉＼/‥‥‥　　　‥‥‥

　本地域の沖積層については，ボーリツグの資料はなく，詳細は不明である。

　大岐地区ではいわゆる後背湿地を囲む海岸砂丘があり，この中4こは軽石が含まれ，その重鉱物組

成はフツウ輝石集中タイプであることは既に報告した（中村・満塩ら, 1972)。また，所によって

は，音地火山灰や黒ボクが部分的にみられる（満塩ら, 1989)。十　　　　　〉　１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　　比　　　　　＼

次に，本調査地域の越層相当層の高知県における対比について述べる(Tab. 2 )。

本調査地域の越層相当層は海成堆積物であって,し後期鮮新世の地質時代であるから，高知県西部

の宿毛市では藻津層に相当する(Mitusio, 1989)よまた，高知県東部の室戸方面では唐ノ浜層群の

中の穴内層，あるいは，１部は芸西層群に対比される。さらに，非海成層ではあるが，高知県の中

央部では，同時代の堆積物として，万万層（満塩・山中, 1987)に対比されよう。

また，本調査地域の海成中位段丘構成層は，土佐清水市の足摺層（三本・満塩, 1981)や四万十

川の河口北岸から土佐佐賀町まで続く平野層（満塩・古川, 1987)に対比されjる。‥また，高知県の

東部では，安芸郡芸西村の叶木層（満塩・加賀美ら, 1988)および羽根層（満塩・安田, 1989),元

層(Mitusio, 1989),および,室戸半島東岸の生見層（満塩ら; 1971, 1987)に対比される。さらに，

これより北方の徳島県海部町付近では海成中位段丘堆積物はみられなかった。反対に，豊後水道側

では，愛媛県伊予灘沿岸の双海町付近の高野川層に対比されるべ高橋ら, 1989)。いっぽう，非海成

層の中位段丘構成層としては，高知市では能茶山層（満塩・吉川√1977)でありj，また，領石地域

では植田層（高知第四紀研究グループ, 1974)に対比される。さらに，これは関東の下末吉層にも

対比される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　さらに，本地域の沖積層は，高知県の他地域（満塩・古川，1叫ﾌﾟ）＼や四国地方全体の沖積層（満

塩ら, 1989)と対比し七みても，大差はないと考えられる。　　△∇　　　　　犬



Tab. 2 . Correlation table of the Upper Pliocene and Pleistocene

　　　　　　　Fomations in Kochi Prefecture
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本地区 西部地区 領石地区 高知地区 東部地区

第

四

紀

完　　新

　　世

沖積層 沖積層 常通寺

　島層

沖積層 沖積層

更

新

世

後

期

室津層

相当層

久次層十

低位段丘

陳層I I

低位段丘十

辣層Ｉ

室津層十

中

期

足＊　平＊

摺　　野

層　　層

弘見層**

植田層

久礼田層＊＊

能茶山層

城**琴**
山十　平十
陳　　層
層

叶*羽*元*生*

木　根　　　見

層　層　層　層

前

期

以布利層

　↑

越層相当層＊

　↑

藻津層十

　↑

万万層

゛　安芸層十
西　和食層*
：

芸西層*

　　　　↑

唐

ノ　穴内層*

浜

層　登　層*

群

第

一一一

紀

鮮

新

世

後

期

　＊:海浜砂呻を含む海成層犬＊犬＊クサリ傑を含む大手扇状地性伸層　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　十六お　わ●　り　に　　　　　　十

　以上には，高知県西南部の足摺地方の布岬地区，および,大岐地区における上部鮮新世の越層相

当層について述べた。本層は塊状の黄褐色砂岩層からなっている。ｲﾋ石類もいろいろな種類のもの

が少量産出し，地質時代は後期鮮新世ないしは前期更新世であるが，微化石は産出しないので，正

確な判定は困難である。今後，この層の時代をさらに正確に確定する必要がある。また√木層は高

知県東部の唐ノ浜層群の穴内層に対比できる。　　　▽

　また，本地域における海成中位段丘構成層の分布も明らかにﾄした。これは足摺層や平野層に対比

され,アミノ酸による年代は138,000年B. P.であり，高知県東部の叶木層・羽根層・元層などに対

比される。　　　　　　　　　　　　　　　　六
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